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	ポイント

・内部流体の温度、圧力、性状（特に引火性、有毒性）を確認する。

(1) 周囲の状況を確認した後開始する。

(2) 風上から操作すること。

　　アルミ製バケツは表面に酸化皮膜を作り、導通が低いので可燃物のドレンアウト時は使用しない。

(2) (4)仮配等を接続してベントアウトする場合は、音又は温度で確認する。
(3)流体の飛散防止処置をとる。
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開 始





キャップを取り外す


（基－６）





ベントバルブを少し開け、　ガスが出て詰まりの無い事を確認する





内部ガスを完全に抜く





液が出始めたらベントバルブを閉める
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キャップを取り付ける


（基－５）





終 了




































































配管のベント





ポンプのベント








